
７牧草と園芸・第４９巻第６号（２００１）

はじめに

　当社の酵素入りサイレージ調製用乳酸菌「アク

レモ」は発売から４年を経過し，この間，使用農

家から好評をいただいております。

　当社分析サービスで得られたデータからもサイ

レージ品質改善効果が確認されており，牧草・飼

料作物のサイレージ利用のみならず，ビール粕，

トウフ粕などの製造副産物へも応用され，サイ

レージ化による品質改善が示されています。これ

らは，アクレモの酵素特性がいかんなく発揮され

ている結果と考えています。

　こうした中，これまでは材料のサイレージ化に

よる品質評価が中心でしたが，家畜，特に乳牛へ

給与した場合の飼料特性はどのようなものかな

ど，サイレージを給与される牛側からの評価につ

いて，当北海道研究農場ではアクレモ添加サイ

レージを実践給与する中，乳生産，第一胃内発酵

に及ぼす影響などの飼料特性調査を実施していま

す。

　そこで，今回，平成１２年度に実施した調査内容

を中心に，アクレモ添加サイレージの飼料特性の

一端をご紹介します。

１　サイレージ栄養成分・発酵品質について

　泌乳試験調査用サイレージは，チモシー主体の

１番草を用いて簡易バンカーサイロに調製貯蔵し

ました。そして，アクレモ添加

サイレージの比較対照として，

無添加サイレージ，ギ酸添加サ

イレージを同日に調製した各

サイレージを供試しました（貯

蔵量は各サイレージ約２５ｔ）。アクレモとギ酸はそ

れぞれ規定量添加です。

（アクレモスプレータイプ：０．００３５％，ギ酸：

０．３％）

　表１，図１～６に各処理サイレージの主な栄養

成分ならびにサイレージ発酵品質を示しました

が，アクレモ添加サイレージは乳酸含量が高く，
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表１　サイレージの成分値（チモシー主体１番） 　　　　　　　　　　 乾物中（％）

ＫＭｇＰＣａＴＤＮＡＤＦＮＤＦＮＦＣ粗灰分粗脂肪粗たんぱくＤＭサイレージ
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Ｖ－ＳＣＯＲＥも９５点と良好な発酵品質でした。

　栄養成分において，アクレモ添加サイレージの

ＮＤＦ含量が他のサイレージと比較して低下傾向

を示していることから，アクレモ製剤含有の繊維

分解酵素（セルラーゼ）が繊維質を分解し，その

分解産物である糖分を利用して乳酸発酵を促進し

ている状況が，この結果からも見受けられます。

　今回の調査においては，試験用としてのサイ

レージ調製としたため，調製量が少なめで１日で

調製完了させました。よって，無添加，ギ酸添加

サイレージにおいても，Ｖ－ＳＣＯＲＥ８０点以上の品

質が確保されています。この点を留意下さい。

２　サイレージの第一胃内分解性について

　このような品質差（養分，発酵品質）のあるサ

イレージが第一胃内でどのような分解特性を示す

かを検討するため，供試泌乳牛中のルーメンフィ

ステル装着牛を用いて in situ 法により検討しまし

た。

　図７～１０に調査結果を示しましたが，サイレー

ジ貯蔵中の発酵形態が反映された内容と推察され

ます。

　すなわち，繊維分解酵素の働きで乳酸発酵が促

進されたアクレモ添加サイレージは，貯蔵中に繊

維質がある程度分解されていることで，乾物なら

びに繊維質（ＮＤＦ，Ｏａ）の消失率がギ酸添加サ
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９

イレージよりも低めに推移しています。反面，た

んぱく質は迅速に消失（消化）されていく傾向が

示されました。

　ギ酸添加サイレージは，各養分の消失率が高め

に推移していることから，材料組織体の分解を抑

制し保持する特長が現われていると推察されま

す。

�

　次に，これらサイレージを給与した場合の生産

性等への影響について，泌乳牛９頭を用いて泌乳

試験を実施しました。供試牛への飼料給与は，各

サイレージ別に濃厚飼料類を統一混合したＴＭＲ

を調整し給与したわけですが，まず，図１１～１４が

３　サイレージ給与における第一胃内性
状，生産性について

第一胃内性状の調査結果をまとめたものです。

　この図１１～１４の中で，時刻１０時がＴＭＲ給与時

刻です。そうした中，アクレモ添加サイレージＴ

ＭＲでは，飼料給与１０時以降，プロトゾア数が増

加し（図１４），揮発性脂肪酸（ＶＦＡ）の産成量も

総体的に増加しています（図１２）。そして，アンモ

ニア濃度は他のサイレージＴＭＲより低く推移し

ていることから，第一胃内で生成されたアンモニ

アが速やかにに微生物体たんぱく質に合成されて

いると推測されます。また，揮発性脂肪酸の組成

をみると，アクレモ添加サイレージＴＭＲではプ

ロピオン酸の比率が高まり，その結果，酢酸／プ

ロピオン酸比が若干低く推移する傾向が見受けら

れました（図１３）。

　この第一胃内性状調査において，ギ酸添加サイ
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１０

レージＴＭＲの揮発性脂肪酸の産成量変動が大き

いものでしたが（図１２），この要因は，図１５に示し

たように，ＴＭＲ給与後２時間でのＴＭＲ採食量

増大，日内採食量の変動によるものと考えられます。

　このような第一胃内性状変化，およびＴＭＲ採

食量変化における乳生産の結果をみると（図１６），

ＦＣＭ乳量，ＳＣＭ乳量とも各サイレージＴＭＲ

でほぼ同様となりました。生産性結果の要因とし

て，乾物摂取量がアクレモＴＭＲ：１８．５�，無添

加ＴＭＲ：１８．２�，ギ酸ＴＭＲ：２０．０�とギ酸Ｔ

ＭＲが多く採食する傾向でしたが，発酵品質は３

種類とも良好であり，生産性に影響を与えるまで

の品質格差はなかったことが考えられます。

　その中で，乳成分，特に乳たんぱく質に関して

図１７に示したように，アクレモ添加サイレージＴ

ＭＲにおいて乳たんぱく質率，純たんぱく質率が

向上する傾向が見受けられました。この内容は，

第一胃内性状調査でアクレモ添加サイレージＴＭ

Ｒのプロピオン酸濃度が高まり酢酸／プロピオン

酸比が低めに推移していることが影響しているも

のと推測しています。

　このように，一連でサイレージ調製貯蔵からサ

イレージの第一胃内分解性，サイレージ給与によ

る第一胃内性状，生産性への影響をみてみると，

アクレモ添加サイレージは；

　①アクレモ添加により，材料の繊維質を分解し，

産物の糖分を利用して乳酸発酵を促進させ発

酵品質を改善する。

　②サイレージの品質特性として，たんぱく質の

第一胃内分解性が高まるとともに，第一胃内

微生物の活動も旺盛になる。

　③サイレージの給与特性として，第一胃内での

プロピオン酸濃度が高まり，この事が乳たん

ぱく質率，乳たんぱく質量に影響を与えてい

る。

これら３点に係わる特長・特性を有していると判

断しています。

　第一胃内性状の変化を推測すると，アクレモ添

加サイレージは，粗飼料の性状から濃厚飼料的な

要素が加味されるようなパターンを示していると

考えられます。今回ならびにこれまでの調査内容

をふまえ，さらに有効活用にむけた取り組みを実

施したいと考えています。

　今後も「アクレモ」をご愛顧いただき，生産性

向上の一助としてお役立下さい。 　 （文責　古川）
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